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＜連絡事項＞

・特記事項はありません。
＜患者様連絡事項＞
・角　穂並様～右第2指に肥厚あります。以前GHにいた際にも同様の症状あり処置していたとのこと。来週の皮膚科に追加して下さい。
・高田　マキ様～日赤婦人科受診について母親へ連絡しています。1/25(月)10：00の予約の為9：00頃迎えに来るとの事。9：00～16：30で外出申請出しており許可となっています。
・蕨　真理様～PSWより担当者会議は1/27(水)15：00～と連絡ありました。周知して下さい。

＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～断続的な独語や奇異行動は継続して見られています。動作緩慢さや呂律不良さはありません。比較的日課への支障はなく過ごされています。他者トラブルもありませんが時折特定患者様に関することを訴えてくることあり、トラブルにならないようじゅうぶんに距離をとるよう伝えています。
・土川　貴広様～余暇はほとんど自室で過ごされており、他者交流はほとんど見られません。日課は問題なく行えており目立った問題行動もなく経過しています。
・滝田　英人様～朝、昼食不食しています。怒鳴りながらの独語目立ち対応したスタッフへの暴言聞かれています。又「今までうまいと思って食べていたものがうまくなくなった。食べれなくなった。口にいれるとうってなる。それで吐いた。」と不食の理由を話しています。以後断続的に声高な独語聞かれていますが他者トラブルはありません。

＜田名部Dr診察＞
・工藤　みず紀様～今後について本人は施設へ入所する考えはなく自宅へ帰りたいと話しています。父親は自宅での受け入れを希望していない為父親へ退院先について再度確認していく必要があると伝えています。

・中村　与一郎様～腰痛訴えあり、カロナールが2Tから3Tに変更となっています。他同内容で臨時薬7日分処方となっています。
・畑中　成夫様～腰痛と神経痛訴え継続して聞かれています。臨時薬のロキソプロフェンがノイロトロピンに変更となり、7日分処方となっています。又、採血結果伝えていますが、血糖値が前回よりも高かった為、次回採血の際HbA1cが検査項目に追加となります。それに伴い朝食菓子パンをご飯へ変更してほしいと希望あり変更しています。
・中村　寿昭様～1週間前に父親に電話をした際「お前みたいな猛獣を野に放つようなことはできない、暖かくなるまで修行しろ…と言われました。」と気分の落ち込みがある様子。今後について自宅に帰りたいという本人の意思と父親の自宅では受け入れないという考えは変わらない状態が続いていますが、父親に言われたように暖かくなるまで入院継続し父親に頑張った事を認めてもらいたいと話しています。
・土川　貴広様～母親へ連絡した際、自宅での受け入れは可能だが通院や服薬を中断することを一番不安に思っている為施設入所が可能なら一旦は施設へ入所して欲しいと希望あったこと主治医へ伝えています。本人へも自宅退院だけではなく、施設入所も視野に入れて考えていくこと伝えています。
・金　留示子様～携帯料金が支払われたことで安心し眠れるようになったと話しています。今後については施設入所の意思は変わらないと話しています。内縁の夫は自宅退院を希望されていますが、電話をした際その話は特別しなかったとのこと。生保申請中の為、今後は内縁の夫に頼らず自分でと話しています。
・蕨　真理様～腹部CTの結果異常ないこと伝えています。今月採血していますが、再度採血施行し腫瘍マーカーを検査項目に追加し調べていく事あわせて本人へ伝えています。

